




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＆、〆 （ ）ボ 解決策を考えさせる早く気持ちを切り替え








いうこと 麺）（〆 、 司的の意識化使う目的をはっきりさせる違う道具を使って､我慢
する




















（ ）解決策を考えさせる 思考を促す〆 、勺虚 客観的に事実を受け止める勺に事びの場の限室内のみ） （ ） ご籔実の確認＞トラブルに至った状況を確認する 実の確、 ‘
、〆
教師の願い．
・友達の気持ちも考えられるようになってほしい
．時には友達に譲歩できるようになってほしい急（ ･自分の思いのみをおし通す･思い通りにならないと手が出
ノ、
＜－年を振り返って＞
（１）Ｒ児の社会的側面の「学んだこと」と育ちについて
・４月当初、Ｒ児は自分の思いばかりをおし通そうとし、友達とトラブルになることが多
かった。自分の思いを優先して無理矢理、友達から物を取ることもたびたびあった。その
ような場合において、教師はＲ児の思いと友達の思いを聞いたり、トラブルに至った状況
を丁寧に確認したりする場を設けてきた。自分と友達の思いを公平に聞く教師の姿から、
Ｒ児は自分と同様に友達にも大切にすべき思いがあることを学んだだろう。また、トラブ
ルに至った状況を客観的に受け止めることができるようになったと考える。
.Ｒ児はトラブルを解決するにあたって、自分にとって都合がよい方法ばかりを考えよう
とする。したがって冷静にトラブルを見ていた第三者の意見は欠くことができない。まわ
りでトラブルを見ていた幼児らは解決する方法をいろいろ提示した。それらはＲ児の思い
と友達の思いを公平に考慮したものであったが、Ｒ児にとっては自分の思いが全て反映さ
れたものとは言えず、自分の思いどおりにならないことを学ぶきっかけとなった。提示さ
れた方法をＲ児自身が納得して選択する、さらにそのような経験をいかしてＲ児自身が解
決法を自ら考えていく段階を通して、自分の思いと友達の思いの両方を餅酌し、葛藤する
ことができるようになってきたと思われる。葛藤の結果、友達の思いも受け入れて我慢す
るという選択、自分の思いも大切にしながら最大限の譲歩するという選択が可能になった
と考える。
（２）Ｒ児の学びを支える環境の構成と教師や友達のかかわり
○環境の構成について
・学年当初は２年保育と３年保育が融合するため、幼児みんなが安心して生活できること
を第一に考え、環境を構成した。それ故、遊びの空間を室内に限定し、年少から親しんで
いる遊びのコーナー（ままごとコーナー、製作コーナーなど）を設定した。遊びの空間を
室内に限定することは戸外よりも遊ぶ空間が限定きれ、幼児同士がかかわる度合いが高く
なる。と同時にトラブルが生じることも多くなる。このように遊ぶ空間を制限することは、
意図的に幼児ら同士のかかわりを生じさせるのに必要な環境の一つだと言える。
、イメージを共有して遊ぶ姿がよく見られる頃、幼児が遊びの中で頻繁に使う道具の数を
精選し、環境を設定した。すると遊びのコーナーに集まってくる幼児の数に対して、道具
の種類及び数が少ないと取り合いになることが多々ある。お互いの思いを出し合い、解決
に向けて話し合うといったかかわりを求めるならば、道具の数を意図的に減らすことも必
要な環境であるといえる。
○教師や友達のかかわりについて
.Ｒ児は自己主張が得意な幼児といえる。しかし、Ｒ児の自己主張は自分の感情だけに基
づいているため友達に受けいれられにくい。したがって、事実を確認し、トラブルに至っ
－７５－
た状況や友達の思いを知ることが必要である。その結果、Ｒ児は自分の気持ちをひとまず
|置いて、状況を客観的に捉えることができるようになってきた。また、友達の思いと自分
の思いの狭間で葛藤できるようにもなってきた。自分の思いにがんじがらめになって、そ
|の観点からしか状況を捉えていない幼児にとって、このようなかかわりをくりかえし行う
ことは多角的に物事を考える姿勢を育てるために必要である。また、自己抑制をしながら
|の自己主張は友達に受け入れられ、友達との関係を深めていくことになるだろう。
・トラブルを解決していくにあたって第三者の意見を聞くことも必要である。なぜなら、
自分の感情にふりまわきれている幼児にとって､解決方法を見いだせるような余裕はない。
また、Ｒ児のように自分の気持ちに折り合いをつけていくような経験が乏しい幼児にとっ
ては、自分の思いと友達の思いにも配慮した解決方法が思いうかばないことも考えられる。
|そのような幼児にとって第三者の意見を聞き、その中から自分が納得した方法で解決を試
みることは将来、自分で解決の糸口を見いだしていく姿勢を育てるために必要な経験だと
|考える。
・自分の気持ちに折り合いをつけたり、自分ができる最大の譲歩をすることによって認め
'てくれる友達の存在が大切である。同様に折り合いをつけたり、譲歩できたことを認める
教師のかかわりも大切である。このように友達、教師によって評価されることは幼児自身苣箪鰯雲,Lビニ羅鰔ニナヴ
－７６－
